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伊藤名誉教授記念号に寄せて
長谷部 亮 一
ノ
名誉教授伊藤森右衛門先生は,昭 和35年4月 ご赴任以来20年 の長い間,本 学
の教育 ・研究な らびに大学行政の各面において多大の貢献をされ,55年2月 末
学長の任期満了に ともない退職された。本学の発展 ・充実のためにそそがれた
並み並みな らぬご熱意 と,多 年にわたるその献身的なご尽力にたい し,心 か ら
なる敬意 と謝意を表明 したい。
後出の著作 自録で詳 しく示され るように,先 生は非常に多 くの著書 ・論文を
発表 してお られる。 ご専門 とされ る経営学,と くに経営管理論の分野における
業績について述べるのは,専 門外の私の能力を超えることであるづ,先 生は経
済学の分野でも,と くに北海道経済にかんす る著作を多数発表 してお られ,私
はつねつね,そ の卓越 したご識見に畏敬の念をいだいてい るものである。
先生のご関心はきわめて広範囲にわた り,し か もそのひとつひ とつに情熱 と
努力を傾注された。 日本経営学会,組 織学会,日 本経営診断学会などの理事を
長 くつとめ られ,日 本観光学会の副会長であ り,ま た北海道総合開発委員会の
部会長,北 海道地方最低賃金審議会の会長など,学 外の各種審議会 ・委員会に
参加され,そ のいずれにおいても決して名前だけの委員ではな く,つ ねに積極
的な意見を展開された。さらに芭蕉の研究では,趣 味の域をはるかに超える深
いご造詣をもってお られ る。これ らのまことに多 くの面において,何 時 もアク
ティブであること,そ れが伊藤先生の本領であった と評 して よいであろ う。
私はかって,北 海道総合醗 委員会や道民所得調査委員会などの会議で,先
生 と同席させていただいたことがある。その審議のなかで,デ ータがかな り不
備であった り,ほ とんど欠如 していた りす る事項あるいは領域について,何 ら
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かの推定を しなければな らない とき,先 生は しば しば,大 胆で しかも当を得た
試案や代替的手法を提案され,現 実的な作業仮説を指示 された。難問に直面 し
て一歩も進みえない といった事態が,伊 藤提案をきっかけに して,解 決の方向
へ動 き始めるとい うことも,た びたびであった と記憶 してい る。経済統計デー
.タを充分に読みとることは,経 済理論や統計学にかんす る学識のみをもってし
ては よくな しえない ところであ り,す ぐれた現実感覚 と豊かな構想力を不可欠
とす る。
ノ
昭和51年3月 か ら55年2月 までの,学長ご在任中の4年 間は,山積す る諸問題
をかかえ,ご 心労の連続であ り,終 り頃には健康をいた く害 してお られるよう
に見 うけ られた。かゐて,43年3月 か ら44年6月 までの非常に難か しい時期に
先生は学生部長をつとめられたが,そ の頃刊行 された著書rト ップ ・マネジメ
ソ ト・リーダーシ ップ論』(昭 和43年7月,税 務経理協会)の 序文のなかで,
学生部長 とい うのは「どのように考えてみても非マネジメソト的な地位で ある」
と慨嘆 してお られ る。マネジメソ ト理論の専門家であられ る先生は,学 長 ご在
職期間中に も,お そ らく上記に似た感慨をいだかれていたのではなかろうか,
と推測 され る。
先生には くれ ぐれ もご健康に留意され,、専門分野はもちろんのこと,ご 関心
をもたれ る多 くの領域において,ま すますご研究を進 められ,あ またの著作を
ひきつづきご発表にな り,ま た社会的な活動の面において も,い よい よアクテ
ィブにご活躍あらんことを願ってや まない。
